
令和元年８月臨時議会 議案概要 担当課 総務課 種別 予算 

議案番号 議案第 64 号 議案名 令和元年度琴浦町一般会計補正予算(第２号) 

目  的 
町の観光戦略を練り直し、観光による地域産業全体の活性化を図るため、地方

創生交付金の内示に伴い、臨時に補正を行うもの。 

内  容 

１ 補正額[単位：千円] 

補正前予算額 補正額 補正後予算額 

9,922,648 24,700 9,947,348 

 

２ 主な計上内容 

歳入予算の主な計上内容については、次のとおりである。 

 

                   [単位：千円] 

款名称等 補正額 

国庫支出金 13,350 

繰入金(地域振興基金) 11,350 

合計 24,700 

 

歳出予算の主な計上内容については、次のとおりである。 

(１) コトウラ観光産業化プロジェクト事業(地方創生)[26,700 千円] 

ア 事業説明 

ICT 先端技術によるビッグデータを活用した人流分析でターゲットを

絞った観光戦略を策定し、道の駅を拠点として町内を周遊する取組を推進

する。観光振興を通じて、地域の農水畜産業、商工業を活性化させ、豊か

で活力ある琴浦町の未来を創り、持続可能なまちづくりを目指す。 

 

◆全体計画 

計画期間：Ｒ１～Ｒ３(３カ年) 

○ 観光戦略の策定(観光戦略の検討・推進) 

○ スマホのビッグデータを活用した分析 

○ 情報戦略の構築及び PR 媒体の整備 

○ 農畜海産物等を活用した観光商品の開発 

○ インバウンド対策による外国人観光客の誘客 

 

 

 

 



イ 経費 

   (ア) 観光戦略の策定(観光戦略の検討・推進) 

a 報償金[100 千円] 

b 費用弁償[600 千円] 

(イ) スマホのビッグデータを活用した分析 

観光マーケティングインフラ構築委託料[8,000 千円] 

(ウ) 情報戦略の構築及び PR 媒体の整備 

      a 道の駅活性化計画策定業務委託料[8,000 千円] 

    b 観光戦略リブランディング企画制作委託料[3,000 千円] 

    c 観光情報発信機能強化事業委託料[7,000 千円] 

ウ 財源 

  (ア) 地方創生推進交付金(国庫支出金)[13,350 千円] 

   (イ) 地域振興基金繰入金[13,350 千円] 

 

(２) 観光振興事業[△1,962 千円] 

ア 事業説明 

  当初に観光振興事業で予算化していた業務をコトウラ観光産業化プロ

ジェクト事業へ移行することに伴い、経費を減額するもの。 

イ 経費 

(ア) 報償金[△12 千円] 

(イ) 観光パンフレット・ポスター作成委託業務[△1,950 千円] 

ウ 財源 

(ア) 地域振興基金繰入金[△2,000 千円] 

(イ) 一般財源[38 千円] 

補足事項  

 



参考資料 令和元年７月３０日(火) 

月例報告会資料 

コトウラ観光産業化プロジェクト(地方創生推進交付金事業)について 

(地方創生推進交付金〔横展開タイプ３年間〕活用) 

 
                               商工観光課 
 

１ 現状と課題 

  ○観光客数は 2014 年 71 万４千人をピークとして、2018 年は 67 万６千人と減少

傾向となっている。 

  ○町内各観光地点の観光客数では道の駅が全体の 86％を占めており、町内その他

の観光地への誘導ができていない。 

  ○旅行会社への売り込みにより観光バスは増加したものの、お金を落としていた

だく仕組みが構築できていない。 

 
２ 目指す将来像 

  ○琴浦町にある地域資源を今一度洗い出し、体系的に整理統合のうえ観光戦略を

練り直す。 

  ○観光戦略の策定にあたっては、ICT 先端技術によるビッグデータを活用した人

流分析を行い、食と観光資産を再構成した観光戦略を再立案(リブランディン

グ)する。 

  ○最終的には、広義の観光振興を通じて、地域の農水畜産業、商工業を活性化さ

せ、豊かで活力ある琴浦町の未来を創り、持続可能なまちづくりを目指す。 

 
３ 全体の事業概要 

(１) 観光戦略の策定(観光戦略の検討・推進) 

(２) スマートフォンのビッグデータ(位置情報)を活用した分析、ターゲットを 

    絞った広報戦略、観光商品づくり 

(３) 情報戦略の構築及びＰＲ媒体の整備 

    (２つの道の駅の情報発信機能の強化及び活用方法の再考、施設の一部改修) 

(４) 農畜海産物等、地域資源を活用した観光商品の開発 

(５) インバウンド対策による外国人観光客の誘客 

 
４ 今年度の事業計画 

項  目 内  容 予算額 

観光ビジョン策定委員会開催 委員報償費、外部有識者費用弁償 700 千円 

観光マーケティングインフラ

構築 

AI Beacon システムの導入 

（人流分析） 
8,000 千円 

道の駅活性化計画の策定 現状診断・分析・再生計画 8,000 千円 

リブランディング企画制作 ロゴ等のブランド再開発 3,000 千円 

観光情報発信機能の強化 広報媒体制作、ＨＰ改修 7,000 千円 

            合   計 26,700 千円 

 
５ 交付金のスケジュール 

交付金の内示予定 ８月上旬 

交付金の交付決定予定 ８月下旬 
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